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学問へのレクイエム
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拙著 『企業の営利と倫理- M.ヴェ-バー研究』税務経理協会,2003年の ｢序文｣
の末尾にわたくLは,｢学問研究が失われていくなかで｣と記した｡これに対して,
かつて一橋大学産業経営研究所長として同研究所の育成に携わられた藤津清治先生か
ら,｢これだけでは分からない｣というお言葉を頂いた｡この拙論は,先生の御要望
にある程度お応えできたであろうか｡
